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注　意　事　項

1. 試験開始の合図があるまで，この問題用紙を開かないこと。

2. 受験者はすべて試験監督者の指示に従うこと。

3. 問題は全部で 8題ある。

4. 受験番号を必ず記入すること。

5, 試験時間内の退場はできない。

6. 解答欄には解答のみ記入すること。

7. 解答用紙のみを提出すること。
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平成 21年度　熊本学園大学一般入学試験 (A日程)

数学 I・数学 II・数学A

1. x =
4

3−√5
，y =

4

3 +
√

5
とするとき，以下の値を求めよ。

(1) x2 + y2 + xy

(2)
x + y

x2 + y2

(3)
1

x2 + y2
+

1

xy

2. 直線 ` : y = −2x + 5が x = 2で放物線 y = ax2 + bx + 1に接している。このとき
次の問いに答えよ。

(1) a，bの値を求めよ。

(2) 直線 `と放物線の接点 Pを通り，`と直交する直線mの式を求めよ。

(3) mと放物線の 2つの交点の座標を求めよ。

3. x2 + 2y2 = 2のとき，2x + yの最大値を求めよ。

4. 男子 4名と女子 4名を 1列に並べるとき，女子 4名が隣り合う並び方は何通りあ
るか。

5. 右図の4ABCにおいて，AB = AD = DC

となるように辺BC上に点Dをとる。辺AB

の長さが 2，∠BADの大きさが 120◦であると
き，以下の問いに答えよ。

　

120◦
A

B D C

2

(1) 辺BDの長さを求めよ。

(2) sin Cと辺ACの長さを求めよ。

(3) 4ACDの面積を求めよ。

6. θが第 2象限の角であるとき，次の値の正，負を調べよ。

(1) sin(θ + π)

(2) sin 2θ

(3) 1− cos2
(
θ +

π

2

)
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7. 次の方程式を解け。

(1) 2x+1 − 82 = 0

(2) 2− 1

2
log2(x

2 + 12) = 0

8. 次の定積分を求めよ。
∫ 3

−3

(3x3 + x2 + 3x + 2)dx

解答例

1. (1) x + y =
4

3−√5
+

4

3 +
√

5
=

4(3 +
√

5) + 4(3−√5)

(3 +
√

5)(3−√5)
= 6

xy =
4

3−√5
× 4

3 +
√

5
= 4

ゆえに x2 + xy + y2 = (x + y)2 − xy = 62 − 4 = 32

(2) (1)の結果から
x + y

x2 + y2
=

x + y

(x + y)2 − 2xy
=

6

62 − 2·4 =
3

14

(3) (1)の結果から
1

x2 + y2
+

1

xy
=

1

(x + y)2 − 2xy
+

1

xy
=

1

62 − 2·4 +
1

4
=

2

7

2. (1) y = ax2 + bx + 1 より y′ = 2ax + b

直線 ` : y = −2x + 5と放物線 y = ax2 + bx + 1の x = 2における接点Pの座
標は (2, 1)であり，接線の傾きは−2であるから

4a + 2b + 1 = 1，4a + b = −2

これを解いて a = −1，b = 2

(2) `に垂直な直線の傾きは
1

2

直線mは，点 P(2, 1)を通り，傾き
1

2
の直線であるから

y − 1 =
1

2
(x− 2) すなわち y =

1

2
x
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(3) y =
1

2
xと y = −x2 + 2x + 1から yを消去して，整理すると

2x2 − 3x− 2 = 0

因数分解をして (x− 2)(2x + 1) = 0

したがって x = 2,−1

2

y =
1

2
xに代入すると

x = 2 のとき y =
1

2
·2 = 1

x = −1

2
のとき y =

1

2
·
(
−1

2

)
= −1

4

よって，求める 2つの交点は (2, 1),

(
−1

2
, −1

4

)

3. 2x + y = k とおいて，y = −2x + kを x2 + 2y2 = 2に代入すると

x2 + 2(−2x + k)2 = 2

すなわち 9x2 − 8kx + 2k2 − 2 = 0 · · · 1©
xの 2次方程式 1©の係数について

D/4 = (−4k)2 − 9·(2k2 − 2) = −2(k2 − 9) = −2(k + 3)(k − 3)

また，2次方程式 1©は実数解をもつので，D = 0 より

−2(k + 3)(k − 3) = 0

ゆえに (k + 3)(k − 3) 5 0

したがって −3 5 k 5 3

よって，求める 2x + yの最大値は 3

4. 女子 4人をひとまとめにする．
男子 4人と女子ひとまとめの並び方は，5!通りある．
また，ひとまとめにした女子 4人の並び方は，4!通りある．
よって，並び方の総数は，積の法則により

5!× 4! = 5·4·3·2·1× 4·3·2·1 = 2880 (通り)

5. (1) 4ABDに正弦定理を適用して
BD

sin 120◦
=

2

sin 30◦

ゆえに BD =
2 sin 120◦

sin 30◦
= 2×

√
3

2
÷ 1

2
= 2

√
3
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(2) ∠ACD = 15◦であるから

sin C = sin 15◦ = sin(45◦ − 30◦)

= sin 45◦ cos 30◦ − cos 45◦ sin 30◦

=
1√
2
×
√

3

2
− 1√

2
× 1

2
=

√
3− 1

2
√

2
=

√
6 − √

2

4

4ABCに正弦定理を適用して
AC

sin 30◦
=

2

sin 15◦

ゆえに AC =
2 sin 30◦

sin 15◦
= 2× 1

2
÷
√

6−√2

4
=

√
6 +

√
2

(3) AD = DC = 2，∠ADC = 150◦ であるから

4ACD =
1

2
·2·2 sin 150◦ = 1

6. (1)
π

2
< θ < π であるから

3

2
π < θ + π < 2π よって sin(θ + π) < 0

(2)
π

2
< θ < π であるから π < 2θ < 2π よって sin 2θ < 0

(3) 1− cos2
(
θ +

π

2

)
= sin2

(
θ +

π

2

)
= cos2 θ

π

2
< θ < π であるから −1 < cos θ < 0

よって 1 − cos2

(
θ +

π

2

)
> 0

7. (1) 2x+1 − 82 = 0から 2x+1 = 26

ゆえに x + 1 = 6 これを解いて x = 5

(2) 2− 1

2
log2(x

2 + 12) = 0 から log2(x
2 + 12) = 4

ゆえに x2 + 12 = 24 これを解いて x = ±2

8.

∫ 3

−3

(3x3 + x2 + 3x + 2)dx=

[
3

4
x4 +

1

3
x3 +

3

2
x2 + 2x

]3

−3

=

(
3

4
·34 +

1

3
·33 +

3

2
·32 + 2·3

)

−
{

3

4
(−3)4 +

1

3
(−3)3 +

3

2
(−3)2 + 2(−3)

}

=30


